
紫
陽
花
の
蒼
に
ま
じ
は
り
た
き
心
地

渋
谷
区

佐
藤　

み
ち
ゑ

　
　
　

 　
　

   　
「
評
」
心
象
を
大
胆
な
言
い
方
で
、
艶
が
あ
り
面
白
い
発
想
。

 

化
粧
し
て
心
晴
れ
行
く
四
葩
か
な

府
中
市　

小
林　

美
智
惠

　
　
　

 　
　

    

「
評
」
化
粧
は
社
会
と
の
交
差
点
。
な
ら
ば
晴
々
と
し
て
七
変
化
。

 

蒼
天
に
譲
れ
ぬ
紺
の
濃
紫
陽
花

日
野
市

松

崎　

淳

子

　
　
　

 　
　

    

「
評
」
ど
ち
ら
も
天
の
授
か
り
も
の
。
競
い
合
う
紺
は
比
類
な
い
。

 

あ
ぢ
さ
ゐ
に
う
ま
れ
て
も
し
か
し
て
か
な
し
八
王
子
市

小
野
寺　

逸
子

　
　
　

 　
　

    

「
評
」
七
変
化
な
ど
と
言
い
方
か
ら
し
て
哀
し
い
こ
と
か
も
。

 

あ
じ
さ
い
や
母
の
笑
顔
は
百
万
両

国
立
市

小
田　

喜
久
江

　
　
　

 　
　

    

「
評
」
紫
陽
花
よ
り
遥
か
に
美
し
い
、
久
し
ぶ
り
の
母
の
笑
顔
。

   

風
誘
ひ
舞
台
幕
開
く
七
変
化

西
東
京
市

若
林　
　

宏
美

囁
き
を
聞
く
下
陰
の
濃
紫
陽
花

府
中
市

奥
村　
　

和
子

紫
陽
花
の
珠
な
す
四
郎
記
念
館

川
崎
市

藤
原　
　

幸
子

紫
陽
花
の
空
に
瀬
音
の
い
つ
も
あ
り

国
分
寺
市

天

野

登

史

子

楚
楚
と
し
た
着
物
姿
や
額
の
花

府
中
市

塩
澤　

登
美
子

白
き
は
む
紫
陽
花
の
丈
大
樹
か
げ

府
中
市

渡
辺　
　

行
子

水
車
よ
り
良
き
水
流
れ
濃
あ
ぢ
さ
ゐ

狭
山
市

古
谷　
　

彰
宏

多
摩
川
の
風
あ
ぢ
さ
ゐ
を
躍
ら
し
む

狭
山
市

古
谷　

多
賀
子

紫
陽
花
の
海
原
に
身
を
沈
め
け
り

府
中
市

志

田　

礼

子

紫
陽
花
の
毬
手
で
押
せ
ば
手
に
弾
み

稲
城
市

福
島　

テ
ツ
子

市
村　

究
一
郎

昭
和
二
年
東
京
生
れ
。
水
原
秋
櫻
子
に
師
事
。「
馬
醉
木
」
編
集
同
人
を
経
て
、「
カ
リ
ヨ
ン
」

創
刊
主
宰
。
俳
人
協
会
評
議
員

特　

選

佳
作

平
成
二
一
年　

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
の
俳
句
優
秀
作
品

市
村　

究
一
郎  

選   


